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【本領域の目的】 

100 年程前にアインシュタインは一般相対性理
論に基づいて重力波の存在を予言したが、まだ直
接には検出されていない。米国、欧州と日本は重
力波を直接検出するために、各国で大型干渉計型
重力波検出器を建設し、その高感度化を進めてお
り、2016 年にも重力波の初検出がなされる情勢で
ある。強い重力波は星が重力崩壊してブラックホ
ールになる現象や 2 つの中性子星が衝突合体する
現象等の高密度で重力が極めて強い場合に発生し、
強い重力場の未知の情報を人類に初めてもたらす
と考えられる。重力波源は必然的に高密度であり、
温度も極めて高いことが期待されるので、強い重
力波を放出する重力波天体は必然的に強いガンマ
線・X 線・光学・電波ならびにニュートリノの源
でもある。重力波源からのガンマ線・X線・光学・
電波・ニュートリノ放射を日本の総力を挙げて同
時検出する体制を確立し、①アインシュタインの
100 年程前の予言は正しかったのか？②我々人
類・地球の起源となる物質は如何にして生まれた
のか？等の長年の人類の大きな疑問に答えるのが
本領域の主な目的である。 

【本領域の内容】 

重力波天体の観測を確立するために、重力波そ

のものの観測と、補い合う関係にある天体観測が

必要である。これらに、重力波天体の理論的な研

究をあわせたものが本領域を成している。多様な

観測として、A01 ガンマ線・X線観測、A02 可視・

赤外線・電波観測、A03 ニュートリノ観測の３つ

の計画研究が、重力波には A04 重力波観測データ

解析、A05 重力波源の理論研究の２つ計画研究が

対応する。これらの計画研究は、相互の追観測や

同時観測で連携し、重力波天体の正体やその仔細

なメカニズムの解明を研究する。 

 

【期待される成果と意義】 
   

 
 
日本のKAGRAや海外の重力波検出器が重力波

を捉えるとき、同時に、その他の観測にも信号が
期待される。例えばコンパクト連星合体の場合、
重力波観測から重力波の到来方向がおおまかに推
定できる。これをガンマ線・X 線でフォローアッ
プすることで、より狭い範囲に絞ることができる。
さらに光学観測で観測し、母銀河を特定する。あ
るいは銀河系内での超新星爆発では、ニュートリ
ノによるイベント検出に対応する時間帯の重力波
情報を確認する。同時観測がなされれば、こうし
た天体の解明に重要な情報をもたらす。また追観
測や同時観測は、「重力波」の観測に確信を与えて
くれるという大きな意義も持っている。 

【キーワード】 
一般相対性理論：アインシュタインが 1915 年に
提唱したニュートン重力を内包した重力の一般理
論。現在この理論に基づいてブラックホール等の
強い重力場の現象が研究されているが、強い重力
場での一般相対性理論の実験・観測による検証は
未達成であり、21 世紀科学で最後に残された重力
を含む統一理論の完成にとっても極めて重要であ
る。 
重力波： アインシュタインが一般相対性理論に
基づいて存在を予言した重力の波。重力波は電磁
波のように真空中を光速で伝搬し、重力波の周り
の時間と空間に歪みをもたらす。間接的な存在証
明は 1989 年になされたが、その伝搬と直接検出
は未達成で 21 世紀科学の大きな課題である。 

 
【研究期間と研究経費】 
 平成 24 年度－28 年度 

910,500 千円 
 
【ホームページ等】 

http://www.gw.hep.osaka-cu.ac.jp/gwastro 
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